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研究者や有識者への意識定点調査(NISTEP 定点調査)を 2011 年度より実施してい
ます。この度、第２回目となる NISTEP 定点調査 2012 の結果がまとまりましたの
で、お知らせします。 
NISTEP 定点調査の特徴は、前年度と同じ質問を繰り返すことにより、回答者の
意識の変化を追跡する点です。NISTEP 定点調査 2012 では、大学の基礎研究力の
強化、大学や公的研究機関の知的財産の活用のために実施すべきことについての
深掘調査も実施しました。 
NISTEP 定点調査 2012 は、第４期科学技術基本計画期間中の 2011 年度～2015
年度の５年間にわたって実施する調査の２回目になります。2012 年 10 月 29 日～




































図表 1 指数の解釈 
 (a) 指数の絶対値 (b) 2011 年度調査からの指数の変化 
   
注 1: 指数値の四捨五入処理のため、マークと指数値が一致しない場合がある。例えば、指数値が 5.46の場合、報告書中の指数値は 5.5と書かれ
ているが、マークは「ほぼ問題ない」(指数 4.5 以上～5.5 未満)となる。 
 









理学 工学 農学 保健
Q1-1 若手研究者数の状況


















注 1: 大学グループは、科学技術政策研究所、NISTEP Report No. 122 「日本の大学に関するシステム分析」(2009 年 3 月公表)にもとづき、グルー
プ分けしている。日本国内の論文シェア(2005 年～2007 年)が、5％以上の大学を第 1 グループ(4 大学)、１％以上～５％未満の大学を第 2 グ
ループ(13 大学)、0.5％以上～１％未満の大学を第 3 グループ(27 大学から 15 大学を抽出)、0.05％以上～0.5％未満の大学を第 4 グループ
(135 大学から 50 大学を抽出)とした。以降の図表についても同様である。 








































































注 1: (Q2-16) 大学・公的研究機関グループ(約 1,000 名)とイノベーション俯瞰グループ(約 500 名)に質問を行った。 










































注 1: 大学・公的研究機関グループ(約 1,000 名)とイノベーション俯瞰グループ(約 500 名)に質問を行った。 
 
図表 5 (2012 年度深掘質問)大学の基礎研究力を強化するために優先的に実施すべき取り組み(1 位の割合) 


















注 1: 回答者には被引用数トップ 10％論文数の国別世界ランキングを示し、今後、インパクトの高い(被引用数の高い)論文を増やしていくには、ど
の取り組みを優先的に実施すべきかを尋ねた。 




図表 6 (2012 年度深掘質問)大学の基礎研究力を強化するために拡充が必要な研究開発資金(1 位の割合) 













注 1: 回答者には被引用数トップ 10％論文数の国別世界ランキングを示し、今後、インパクトの高い(被引用数の高い)論文を増やしていくには、ど
のような研究開発資金の拡充が必要かを尋ねた。 








































注 1: 大学・公的研究機関グループ(約 1,000 名)とイノベーション俯瞰グループ(約 500 名)に質問を行った。 






















注 1: 大学・公的研究機関グループ(約 1,000 名)とイノベーション俯瞰グループ(約 500 名)に質問を行った。 
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図表 9 (2012 年度深掘質問)我が国の大学や公的研究機関で得られた知的財産の民間企業における活用を進め
るために優先的に実施すべきこと(1 位の割合) 






























図表 10 グリーンイノベーションの実現に向けて我が国で強化が必要な取り組み 

















注 1: 大学・公的研究機関グループのうち大学・公的研究機関の長、拠点長・中心研究者(約 120 名)とイノベーション俯瞰グループ(約 500 名)に質
問を行った。 
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図表 11 ライフイノベーションの実現に向けて我が国で強化が必要な取り組み 





















○ 大学グループ毎の状況をみると、第 2グループにおいて他のグループと比べて 2011年度調査
からの指数の低下が大きくなっています(図表 12)。また、部局分野別でみると保健において他




図表 12 大学グループごとの状況 
2011 2012 差 2011 2012 差 2011 2012 差 2011 2012 差
若手研究者の状況(5) 3.7 3.5 -0.2 3.5 3.4 0.0 3.4 3.3 0.0 3.3 3.3 0.0
研究者を目指す若手人材の育成の状況(3) 3.0 3.0 -0.1 3.1 3.1 0.0 2.8 2.8 -0.1 3.0 2.8 -0.2
女性研究者の状況(3) 3.6 3.4 -0.2 3.8 3.7 -0.1 3.5 3.5 0.1 3.5 3.6 0.1
外国人研究者の状況(2) 2.8 2.8 0.0 2.8 2.8 0.0 2.4 2.5 0.1 2.4 2.5 0.1
研究者の業績評価の状況(2) 3.7 3.6 -0.1 3.8 3.6 -0.2 4.2 4.1 -0.2 3.4 3.4 0.0
研究環境の状況(5) 4.0 4.0 0.1 3.5 3.6 0.1 3.6 3.8 0.1 3.9 3.9 0.0
研究施設・設備の整備等の状況(1) 6.0 6.1 0.1 4.6 4.5 -0.1 4.1 3.9 -0.2 4.7 4.6 -0.1
シーズとニーズのマッチングの状況(3) 4.7 4.6 -0.1 4.5 4.3 -0.1 4.6 4.6 0.0 4.5 4.6 0.1
産学官の橋渡しの状況(4) 3.9 3.8 -0.1 3.6 3.5 -0.1 3.9 3.9 0.0 3.6 3.6 0.0
大学や公的研究機関の知的財産の活用状況(2) 3.9 4.0 0.1 3.5 3.4 -0.1 3.8 3.8 0.1 3.8 3.8 -0.1
地域が抱えている課題解決への貢献の状況(1) 3.4 3.6 0.1 4.4 4.2 -0.1 5.2 5.3 0.1 4.9 5.0 0.1
研究開発人材育成の状況(2) 4.5 4.5 0.0 4.4 4.3 0.0 4.2 4.2 0.0 3.8 3.9 0.1
科学技術予算等の状況(2) 4.0 3.8 -0.2 3.5 3.3 -0.2 3.7 3.6 -0.1 4.0 3.8 -0.2
知的基盤や研究情報基盤の状況(2) 4.7 4.6 0.0 4.5 4.3 -0.1 3.9 3.9 0.0 4.2 4.1 -0.2
基礎研究 基礎研究の状況(6) 4.0 4.0 0.0 3.8 3.8 0.0 3.5 3.6 0.1 3.6 3.6 0.0














図表 13 大学部局分野ごとの状況 
2011 2012 差 2011 2012 差 2011 2012 差 2011 2012 差
若手研究者の状況(5) 3.9 3.9 -0.1 3.6 3.6 0.0 3.4 3.3 -0.1 3.0 2.9 -0.1
研究者を目指す若手人材の育成の状況(3) 2.9 2.8 -0.1 2.9 2.9 0.0 2.7 2.8 0.1 3.0 2.8 -0.2
女性研究者の状況(3) 3.8 3.8 0.0 3.5 3.5 0.0 3.6 3.8 0.1 3.7 3.6 -0.2
外国人研究者の状況(2) 3.1 3.2 0.1 2.8 2.8 -0.1 2.3 2.4 0.2 2.4 2.4 0.1
研究者の業績評価の状況(2) 4.0 3.9 -0.1 4.0 3.9 -0.1 3.6 3.5 0.0 3.3 3.0 -0.3
研究環境の状況(5) 4.0 4.1 0.1 3.9 3.9 0.0 3.1 3.2 0.1 3.4 3.5 0.0
研究施設・設備の整備等の状況(1) 5.4 5.5 0.1 5.0 4.9 -0.1 4.0 3.8 -0.2 4.8 4.5 -0.3
シーズとニーズのマッチングの状況(3) 3.7 3.8 0.1 5.0 5.0 0.0 4.5 4.6 0.1 4.0 3.9 -0.1
産学官の橋渡しの状況(4) 3.5 3.4 0.0 4.1 4.1 -0.1 3.7 3.6 -0.1 3.0 3.0 0.0
大学や公的研究機関の知的財産の活用状況(2) 3.6 3.6 -0.1 4.0 3.9 0.0 3.7 3.8 0.1 3.3 3.2 -0.1
地域が抱えている課題解決への貢献の状況(1) 3.5 3.8 0.3 4.9 4.9 0.0 5.4 5.6 0.1 4.0 4.0 0.0
研究開発人材育成の状況(2) 4.1 4.1 0.0 4.8 4.8 0.0 4.2 4.2 0.0 3.4 3.4 0.0
科学技術予算等の状況(2) 4.4 4.0 -0.4 3.9 3.8 -0.2 3.8 3.5 -0.3 3.6 3.5 -0.2
知的基盤や研究情報基盤の状況(2) 5.0 4.9 -0.1 4.3 4.2 -0.1 4.3 4.1 -0.2 4.2 4.1 -0.1
基礎研究 基礎研究の状況(6) 4.4 4.3 0.0 3.8 3.8 0.0 3.4 3.4 0.0 3.5 3.5 0.0













○ NISTEP 定点調査の調査対象者は図表 14 に示す 2 つの回答者グループから構成されていま
す。 












図表 14 2 つの回答者グループ 
①大学・公的研究機関グループ(約1,000名)
• 大学・公的研究機関の長
• 世界トップレベル研究拠点の長
• 最先端研究開発支援プログラムの中心研究者
• 大学・公的研究機関の部局や事業所の長から推薦された方
② イノベーション俯瞰グループ(約500名)
• 産業界等の有識者
• 研究開発とイノベーションの橋渡し（ベンチャー、産学連携本部、ベンチャー
キャピタル等）を行っている方
• シンクタンク、マスコミで科学技術にかかわっている方
• 病院長など
 
